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東
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試 

採
点
基
準
・
採
点
例 

 
第
一
問
（
４
０
点
満
点
） 

 

■
採
点
の
原
則 

 

① 

全
て
の
答
案
に
つ
い
て
各
要
素
単
独
採
点
と
す
る
が
、
答
案
が
全
く
日
本
語
の
文
（
章
）
の
体
を
な
し

て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
要
素
の
有
無
に
関
係
な
く
０
点
と
す
る
。 

 

② 

漢
字
の
誤
り
、
送
り
仮
名
の
誤
り
、
句
点
の
抜
け
に
つ
い
て
は
、
一
つ
ご
と
に
１
点
減
点
す
る
。 

 

  

問
一 

 

■
形
式
上
の
不
備 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｄ
参
照 

 

基
準 

配
点
８
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

集
団
や
組
織
の
持
続
に
は
指
導
者
の
存
在
が
不
可
避
だ
が
、
人
々
の
上
に
立
つ
指
導
者
の
存
在
は
、
人
々
の
平

等
と
い
う
民
主
主
義
の
原
則
に
違
反
す
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
。 

 

■
採
点
方
法
： 

要
素
採
点
＋
要
素
間
の
関
係
（
Ａ
と
Ｂ
の
関
係
＝
逆
接
の
関
係
） 

 

■
要
素
Ａ
「
集
団
や
組
織
の
持
続
に
は
指
導
者
の
存
在
が
不
可
避
」
：
２
点 

 ■
要
素
Ｂ
「
人
の
上
に
立
つ
指
導
者
の
存
在
は
、
人
々
の
平
等
と
い
う
民
主
主
義
の
原
則
に
違
反
す
る
恐
れ
が

あ
る
」
：
４
点 

 
 

 

■
関
係
Ｃ 

Ａ
と
Ｂ
の
関
係
が
逆
接
の
関
係
で
あ
る
こ
と
：
２
点 

 

■
要
素
Ｄ
：
文
末
表
現
は
「…

…

か
ら
。
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は

１
点
減
点
。 

        
 



2

問
二 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｃ
参
照 

 

基
準 

配
点
８
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

市
民
の
自
律
を
重
視
す
る
あ
ま
り
民
主
主
義
に
お
け
る
指
導
者
の
問
題
を
考
慮
に
入
れ
な
い
点
と
、
積
極
的
に

政
治
に
参
加
す
る
市
民
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
現
実
と
乖
離
し
て
い
る
点
。 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
市
民
の
自
律
を
重
視
す
る
余
り
民
主
主
義
に
お
け
る
指
導
者
の
問
題
を
考
慮
に
入
れ
な
い
点
」
：

４
点 

 
 
 

■
要
素
Ｂ
「
積
極
的
に
政
治
に
参
加
す
る
市
民
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
現
実
と
乖
離
し
て
い
る
点
」
：
４
点 

 
 ■

要
素
Ｃ
：
文
末
表
現
は
「…

…

点
。
」
あ
る
い
は
「…

…

こ
と
。
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表

現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 

  
 



3

問
三 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｃ
参
照 

 

基
準 

配
点
８
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

継
続
的
、
積
極
的
な
政
治
参
加
を
た
え
ず
期
待
さ
れ
る
市
民
に
比
べ
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
政
治
参
加
の
あ
り
方
は

非
固
定
的
で
自
由
度
の
高
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

  

■
要
素
Ａ
「
継
続
的
、
積
極
的
な
政
治
参
加
を
た
え
ず
期
待
さ
れ
る
市
民
に
比
べ
」
：
４
点 

 
 

 

■
要
素
Ｂ
「
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
政
治
参
加
の
あ
り
方
は
非
固
定
的
で
自
由
度
の
高
い
も
の
で
あ
る
」
：
４
点 

 
 ■

関
係
Ｃ 

文
末
表
現
は
「…

…

こ
と
。
」
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 

   
 



4

問
四 

■
形
式
上
の
不
備 

 
・
字
数
が
一
〇
〇
字
に
満
た
な
い
場
合
、
加
点
な
し
。 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｆ
参
照 

 

基
準 

配
点
13
点 

■
模
範
解
答
例 
※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

指
導
者
を
重
視
せ
ず
、
常
に
積
極
的
な
政
治
参
加
を
求
め
ら
れ
る
市
民
や
、
指
導
者
に
追
随
す
る
だ
け
の
受
動 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ 

的
な
大
衆
と
違
い
、
指
導
者
と
と
も
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
構
成
し
、
多
様
な
政
治
参
加
の
あ
り
方
に
開
か
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ 

た
フ
ォ
ロ
ワ
ー
は
、
今
必
要
な
民
主
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
支
え
る
新
し
い
あ
り
方
だ
か
ら
。
（
一
二
〇
字
） 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
指
導
者
を
重
視
せ
ず
、
常
に
積
極
的
な
政
治
参
加
を
求
め
ら
れ
る
市
民
」
：
３
点 

 
 
 

■
要
素
Ｂ
「
指
導
者
に
追
随
す
る
だ
け
の
受
動
的
な
大
衆
」
：
３
点 

 

■
要
素
Ｃ
「
指
導
者
と
と
も
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
構
成
し
」
：
２
点 

 

■
要
素
Ｄ
「
多
様
な
政
治
参
加
の
あ
り
方
に
開
か
れ
た
フ
ォ
ロ
ワ
ー
は
」
：
２
点 

 

■
要
素
Ｅ
「
今
必
要
な
民
主
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
支
え
る
新
し
い
あ
り
方
」
：
３
点 

 
 
 

■
要
素
Ｆ
：
文
末
表
現
は
「…

…

か
ら
。
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は

１
点
減
点
。  

   

問
五 

漢
字
の
書
き
取
り 

各
１
点×

３ 

  

ａ 

補
償 

ｂ 

心
酔 

ｃ 

台
頭
（
擡
頭
） 



★
２
０
２
３
年
度 

東
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試 

第
２
回 

第
二
問
（
古
文
『
平
家
物
語
』） 

採
点
基
準 

 

※ 
文
科
３
０
点
・
理
科
２
０
点 

 

第
二
問 

（
一
） 
文
科
ア
・
理
科
ア 

 

傍
線
部
を
現
代
語
訳
せ
よ
。 

  

■ 

問
題 

１
２
ペ
ー
ジ
、
第
１
段
落
の
傍
線
部
（
文
科
ア
・
理
科
ア
）
を
現
代
語
訳
す
る
問
題
。 

 

■
・
文
末
表
現
は
、
要
素
Ａ
に
あ
る
と
お
り
。 

 
 

・
句
読
点
の
抜
け
、
書
き
誤
り
は
不
問
。 

  

■ 

基
準 

配
点
【
３
点
】 

  

■ 

傍
線
部 

 
 

Ａ
３
お
く
れ
奉
ら
せ
給
ひ
て
後
は
、 

 

■ 

模
範
解
答 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 
 

Ａ
３
先
立
た
れ
申
し
上
げ
な
さ
っ
て
か
ら
は
、 

  

■ 

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 

■ 

字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
３
点
】
先
立
た
れ
申
し
上
げ
な
さ
っ
て
か
ら
は
、 

 

※
「
先
立
た
れ
る
」
の
意
が
な
い
場
合
は
【
０
点
】
。 

 

※
１
「
先
立
た
れ
て
か
ら
は
・
先
立
た
れ
た
後
（
以
降
）
は
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
１
点
】
。 

 
 

「
か
ら
は
・
後
は
」
の
「
は
」
は
な
く
て
も
よ
い
。 

 

※
１
の
意
が
あ
る
上
で
、
謙
譲
の
意
（
＝
〜
申
し
あ
げ
る 

等
）
も
あ
れ
ば
【
２
点
】
。 

 

※
１
の
意
が
あ
る
上
で
、
尊
敬
の
意
（
＝
〜
な
さ
る
・
〜
ら
れ
る 

等
）
も
あ
れ
ば
【
２
点
】
。 

 

※
１
の
意
が
あ
る
上
で
、
謙
譲
の
意
も
、
尊
敬
の
意
も
あ
れ
ば
【
３
点
】
。 

  
 



第
二
問 

（
一
） 

文
科
ウ
・
理
科
イ 

 

傍
線
部
を
現
代
語
訳
せ
よ
。 

  

■ 
問
題 

１
２
ペ
ー
ジ
、
第
１
段
落
の
傍
線
部
（
文
科
ウ
・
理
科
イ
）
を
現
代
語
訳
す
る
問
題
。 

 

■
・
文
末
表
現
は
、
要
素
Ｂ
に
あ
る
と
お
り
。 

 
 

・
句
読
点
の
抜
け
、
書
き
誤
り
は
不
問
。 

  

■ 

基
準 

配
点
【
３
点
】 

  

■ 

傍
線
部 

 
 

Ａ
１
な
ど
か
Ｂ
２
叡
慮
に
任
せ
ざ
る
［
Ａ
］
べ
き 

 

■ 

模
範
解
答 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 
 

Ａ
１
ど
う
し
て
Ｂ
２
自
分
の
思
い
ど
お
り
に
な
ら
な
い
［
Ａ
］
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、 

  

■ 

採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 

■ 

字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
１
点
】
ど
う
し
て 

〜
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、 

 

※
「
ど
う
し
て
（
な
ぜ
）
」
が
あ
り
、
反
語
表
現
と
分
か
る
表
現
に
な
っ
て
い
れ
ば
よ
い
。 

 
 

「
ど
う
し
て
（
な
ぜ
）
」
が
な
い
場
合
は×

。 

 
 

疑
問
表
現
に
な
っ
て
い
る
場
合
は×

。 

 

要
素
Ｂ
【
２
点
】
自
分
の
思
い
通
り
に
な
ら
な
い 

 
 

  
 



第
二
問 

（
一
） 

文
科
カ
・
理
科
エ 

 

傍
線
部
を
現
代
語
訳
せ
よ
。 

  

■ 
問
題 

１
３
ペ
ー
ジ
、
第
２
段
落
の
傍
線
部
（
文
科
カ
・
理
科
エ
）
を
現
代
語
訳
す
る
問
題
。 

 

■
・
文
末
表
現
は
、
要
素
Ｂ
に
あ
る
と
お
り
。 

 
 

・
句
読
点
の
抜
け
は
不
問
。 

  

■ 

基
準 

配
点
【
３
点
】 

  

■ 

傍
線
部 

 
 

Ａ
１
と
み
に
も
Ｂ
２
奉
ら
ず
。 

 

■ 

模
範
解
答 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 
 

Ａ
１
す
ぐ
に
も
Ｂ
１
車
に
お
乗
り
に
な
ら
な
い
。 

 
 

 

■
採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点 

 

■
字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
１
点
】
す
ぐ
に
も 

要
素
Ｂ
【
２
点
】
お
乗
り
に
な
ら
な
い
。 

 
 

  
 



第
二
問 

文
科
（
二
）［
文
科
の
み
］ 

 
「
こ
の
事
天
下
に
お
い
て
こ
と
な
る
勝
事
な
れ
」（
傍
線
部
イ
）
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
具
体
的
に
説
明
せ
よ
。 

  

■ 

問
題 
１
２
ペ
ー
ジ
、
第
１
段
落
の
傍
線
部
ア
「
こ
の
事
天
下
に
お
い
て
こ
と
な
る
勝
事
な
れ
」
に
つ
い
て
の
内
容 

 
 
 
 
 

説
明
問
題
。 

 
 
 

・「
こ
の
事
」
が
、
第
１
段
落
の
傍
線
部
の
前
の
内
容
や
傍
線
部
の
後
の
「
則
天
皇
后
」
の
例
な
ど
か
ら
、
「
同
じ 

 
 
 
 

女
性
が
二
代
の
帝
の
后
に
な
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
。 

 
 
 

・
「
こ
と
な
る
勝
事
な
れ
」
が
、
「
則
天
皇
后
」
の
例
の
後
の
「
わ
か
朝
に
は 

〜 

い
ま
だ
二
題
の
后
に
立
た
せ 

 
 
 
 

給
へ
る
例
を
聞
か
ず
」
な
ど
か
ら
、
「
前
例
の
な
い
こ
と
だ
」
の
意
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
。 

  

■
・
文
末
表
現
は
限
定
な
し
（
内
容
説
明
に
な
っ
て
い
れ
ば
よ
い
）。 

 
 

・
句
読
点
の
抜
け
は
不
問
。 

  

■ 

基
準 

配
点
【
５
点
】 

  

■ 

模
範
解
答 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 
 

Ａ
２
同
じ
女
性
が
二
代
の
帝
の
后
に
な
る
こ
と
は
、
Ｂ
３
前
例
の
な
い
こ
と
だ
、
と
い
う
こ
と
。 

 
 

 

■
採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。
要
素
Ｂ
に
は
条
件
あ
り
。 

 

■
字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
２
点
】
同
じ
女
性
が
二
代
の
帝
の
后
に
な
る
こ
と
は
、 

要
素
Ｂ
【
３
点
】
前
例
の
な
い
こ
と
だ
、
と
い
う
こ
と
。 

 

※
要
素
Ａ
が
０
点
の
場
合
（
誤
字
等
で
０
点
に
な
っ
た
場
合
は
除
く
）
は
、
要
素
Ｂ
加
点
な
し
。 

 
 

   
 



第
二
問 

文
科
（
三
）［
文
科
の
み
］ 

 
「
同
じ
野
原
の
露
と
も
消
え
、
家
を
も
出
で
世
を
も
逃
れ
た
り
せ
ば
、
今
か
か
る
う
き
耳
を
ば
聞
か
ざ
ら
ま
し
」 

（
傍
線
部
エ
）
の
大
意
を
示
せ
。 

  

■ 

問
題 
１
２
ペ
ー
ジ
、
第
２
段
落
の
傍
線
部
エ
「
同
じ
野
原
の
露
と
も
消
え
、
家
を
も
出
で
世
を
も
逃
れ
た
り
せ 

 
 
 
 
 

ば
、
今
か
か
る
う
き
耳
を
ば
聞
か
ざ
ら
ま
し
」
に
つ
い
の
内
容
説
明
問
題
。 

 
 
 

・「
同
じ
野
原
の
露
と
も
消
え
」
が
「
先
帝
（
近
衛
帝
）
と
共
に
死
ぬ
」
の
意
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
。 

 
 
 

・「
家
を
も
出
で
世
を
も
逃
れ
た
り
」
が
「
出
家
す
る
」
の
意
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
。 

 
 
 

・「…
…

せ
ば
〜
ま
し
」
が
反
実
仮
想
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
。 

 
 
 

・「
か
か
る
う
き
耳
」
が
「
今
上
帝
（
二
条
帝
）
の
后
に
な
る
話
」
の
意
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
。 

  

■
・
文
末
表
現
は
不
問
。 

 
 

・
句
読
点
の
抜
け
は
不
問
。 

  

■ 

基
準 

配
点
【
５
点
】 

  

■ 

模
範
解
答 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
２
先
帝
と
共
に
死
ぬ
か
Ａ
１
出
家
し
て
い
れ
ば
、
Ａ
２
再
入
内
の
話
を
聞
か
ず
に
す
ん
だ
で
あ
ろ
う
に
。 

 
 

 

■
採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 

■
字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
２
点
】
先
帝
と
共
に
死
ぬ
か 

〜 

い
れ
ば 

要
素
Ｂ
【
１
点
】
出
家
し
て
い
れ
ば
、 

要
素
Ｃ
【
２
点
】
再
入
内
の
話
を
聞
か
ず
に
す
ん
だ
で
あ
ろ
う
に
。 

  
 



第
二
問 

文
科
（
四
）・
理
科
（
二
） 

 
「
父
の
大
臣
」
が
「
た
だ
す
み
や
か
に
参
ら
せ
給
ふ
べ
き
な
り
」（
傍
線
部 

文
科
オ
・
理
科
ウ
）
と
言
っ
た
の
は
な
ぜ
か
、 

 

説
明
せ
よ
。 

  

■ 

問
題 
１
２
ペ
ー
ジ
、
第
二
段
落
の
傍
線
部
（
文
科
オ
・
理
科
ウ
）「
た
だ
す
み
や
か
に
参
ら
せ
給
ふ
べ
き
な 

 
 
 

り
」
に
つ
い
て
、「
父
の
大
臣
」
が
そ
の
よ
う
に
言
っ
た
理
由
を
説
明
す
る
問
題
。 

 
 

・
父
大
臣
の
言
葉
の
中
の
「
す
で
に
詔
命
を
下
さ
る
。
子
細
を
申
す
に
所
な
し
。」（
傍
線
部
オ
の
直
前
）
と
、「
も 

 
 

し
皇
子
御
誕
生
あ
り
て 
〜 

外
粗
と
仰
が
る
べ
き
瑞
相
に
て
も
や
候
ふ
ら
む
」（
傍
線
部
オ
の
直
後
）
を
踏
ま
え 

 
 

る
。 

  

■
・
文
末
表
現
は
、「
か
ら
・
の
で
」
な
ど
が
望
ま
し
い
が
、
理
由
説
明
と
し
て
成
立
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
ら
以
外
の
文 

 
 
 

末
表
現
で
も
よ
し
と
す
る
。 

 
 

・
句
読
点
の
抜
け
は
不
問
。 

  

■ 

基
準 

配
点
【
５
点
】 

  

■ 

模
範
解
答 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
２
勅
命
に
は
従
わ
ざ
る
を
え
ず
、
Ｂ
３
皇
子
が
誕
生
で
も
す
れ
ば
外
祖
父
に
な
れ
る
か
ら
。 

  

■
採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点 

 

■
字
数 

 
 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
２
点
】
勅
命
に
は
従
わ
ざ
る
を
え
ず
、 

要
素
Ｂ
【
３
点
】
皇
子
が
誕
生
で
も
す
れ
ば
外
祖
父
に
な
れ
る
か
ら
。 

 
 

  
 



第
二
問 

文
科
（
五
）・
理
科
（
三
） 

 
「
思
ひ
き
や
う
き
身
な
が
ら
に
め
ぐ
り
き
て
お
な
じ
雲
井
の
月
を
見
む
と
は
」（
傍
線
部 

文
科
キ
・
理
科
オ
）
の
和
歌
に 

 

つ
い
て
、
何
を
「
思
ひ
き
や
」
な
の
か
を
補
っ
て
現
代
語
訳
せ
よ
。 

  

■ 

問
題 
１
３
ペ
ー
ジ
、
最
終
行
の
傍
線
部
（
文
科
キ
・
理
科
オ
）
の
和
歌
「
思
ひ
き
や
う
き
身
な
が
ら
に
め
ぐ
り
き 

 
 

て
お
な
じ
雲
井
の
月
を
見
む
と
は
」
を
、
何
を
「
思
ひ
き
や
」
な
の
か
を
補
っ
て
現
代
語
訳
す
る
問
題
。 

 

・「
思
ひ
き
や
」
が
倒
置
に
な
っ
て
い
る
反
語
で
「
思
い
も
し
な
か
っ
た
」
の
意
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
。 

 

・「
う
き
身
な
が
ら
」
の
「
う
き
」
が
「
つ
ら
い
」
の
意
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
。 

 

・「
め
ぐ
り
き
て
」
が
「（
二
条
帝
へ
の
再
入
内
に
よ
っ
て
）
再
び
宮
中
へ
戻
っ
て
き
た
こ
と
」
を
意
味
す
る
こ
と
を
踏
ま 

 
 

え
る
。 

 

・「
お
な
じ
雲
井
の
月
」
の
「
雲
井
」
が
「
宮
中
」
の
意
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
（
こ
の
「
月
」
は
亡
き
近
衛 

 
 

帝
が
雲
を
描
き
加
え
た
月
の
絵
の
こ
と
で
あ
る
が
、「
宮
中
の
月
」
と
な
っ
て
い
れ
ば
よ
し
と
す
る
。） 

  

■
・
文
末
表
現
要
素
Ｄ
に
あ
る
と
お
り
。 

 
 

・
句
読
点
の
抜
け
は
不
問
。 

  

■ 

基
準 

配
点
【
６
点
】 

  

■ 

模
範
解
答 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
１
つ
ら
い
身
の
ま
ま
Ｂ
１
宮
中
へ
戻
っ
て
Ｃ
２
昔
と
同
じ
宮
中
の
月
を
見
よ
う
と
は
Ｄ
２
思
い
も
し
な
か
っ
た
。 

  

■
採
点
方
法 

各
要
素
単
独
採
点 

 
 

■
字
数 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

要
素
Ａ
【
１
点
】
う
き
身
な
が
ら
に 

→
 

つ
ら
い
身
の
ま
ま 

要
素
Ｂ
【
１
点
】
め
ぐ
り
き
て 

→
 

宮
中
へ
戻
っ
て 

要
素
Ｃ
【
３
点
】
昔
と
同
じ
宮
中
の
月
を
見
よ
う
と
は 

要
素
Ｄ
【
１
点
】
思
い
も
し
な
か
っ
た
。 

 
 

 



８
月 

東
大
模
試 

漢
文 

採
点
基
準 

(
一
) 

〇
２
点 

ａ 

ａ
何
を
食
べ
て
も 

ｂ
同
じ
で
あ
る
。 

(
２
点
) 

※
ａ
「
何
を
食
べ
て
も
」
の
よ
う
な
補
い
は
不
問
と
す
る
。 

※
ｂ
「
す
べ
て
同
じ
で
あ
る
」
「
ど
れ
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
」
「
何
で
(
あ
っ
て
)
も
同
じ
で
あ
る
」
な
ど
○ 

  

ｃ 

ど
う
し
て
こ
れ
を
否
定
で
き
よ
う
か
。 

(
２
点
)	

※
「
之
(
こ
れ
)
」
は
そ
の
ま
ま
で
よ
い
が
、字
数
が
入
る
な
ら
「
そ
の
土
地
の
食
物
」
の
よ
う
に
入
れ
て
も
よ
い
。 

※
「
棄
つ
」
は
(
注
)
「
否
定
す
る
。拒
ん
で
食
べ
な
い
」
が
あ
る
か
ら
、そ
の
ま
ま
用
い
れ
ば
可
。 

※
「
ど
う
し
て
こ
れ
を
否
定
で
き
よ
う
か
」
「
ど
う
し
て
そ
れ
を
拒
否
で
き
よ
う
か
」
な
ど
○ 

※
「
こ
れ
(
そ
れ
)
を
拒
む
こ
と
は
で
き
な
い
も
○ 

※
ど
う
し
て
こ
れ
を
否
定
す
る
．
．

だ
ろ
う
か
」
の
よ
う
に
、不
可
能
の
意
が
欠
け
て
い
る
も
の
は
△−

１
点 

※
「
ど
う
し
て
こ
れ
を
捨．
て．
ら
れ
よ
う
か
」
の
よ
う
に
「
棄
つ
」
の
ま
ま
の
も
の
は
△−

１
点 

 	
	



〇
１
点      

〇
１
点	

ｄ 
ａ

弁
別
す
る 

ｂ

余
裕
も
な
か
っ
た
。 

(
２
点
)	

	

ａ
「
弁
ず
る
」
の
訳
出 

１
点 

ｂ 

「
未
だ
暇
あ
ら
ざ
る
」
の
訳
出 

１
点 

  
 



(
二
)  

〇
２
点                  

〇
４
点 

ａ
住
む
土
地
が
変
わ
れ
ば
、 

ｂ
そ
の
土
地
で
と
れ
る
も
の
を
食
べ
る
し
か
な
い 

ｃ
か
ら
。 

(
６
点
) 

 

ａ
「
住
む
土
地
が
変
わ
れ
ば
」
「
そ
も
そ
も
そ
の
土
地
に
生
ま
れ
れ
ば
」
「
住
む
場
所
に
よ
っ
て
」
「
土
地
(
場
所
)
が

変
わ
れ
ば
」
「
移
住
し
た
ら
」
な
ど
○
２
点 

ｂ 

「
そ
の
土
地
で
と
れ
る
も
の
を
食
べ
る
し
か
な
い
」
「
そ
こ
で
の
食
べ
物
に
満
足
す
る
」
「
食
べ
る
も
の
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
な
い
」
「
そ
こ
で
と
れ
る
も
の
を
食
べ
る
の
は
当
然
で
あ
る
」
な
ど
○
４
点 

ｃ 

文
末
の
「
˜
か
ら
」
「
˜
の
で
」
「
˜
た
め
」
の
有
無
は
不
問
と
す
る
。 

  
 



(
三
)	

〇
２
点                           

〇
３
点                    

〇
３
点	

ａ
筆
者
が
コ
メ
だ
と
思
っ
て
食
べ
た
の
は
キ
ビ
で
、 

ｂ
あ
ま
り
に
も
空
腹
で
あ
っ
た
た
め 

ｃ
美
味
に
感
じ
た
だ
け
だ 	

ｄ
と
い
う
こ
と
。 
(
８
点
)	

 ａ 

「
此
れ
黍
稷
な
り
」
の
内
容 
２
点 

ｂ
「
惟
だ
甚
だ
飢
う
る
が
故
に
」
の
内
容 

３
点 

ｃ
「
甚
だ
美
な
り
」
の
内
容 

３
点 

ｄ 

文
末
の
「
˜
と
い
う
こ
と
」
の
有
無
は
不
問
と
す
る
。 
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